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１　単元の目標 

　 (1)　古典の作品や文章に表れている、言葉の響きやリズム、修辞などの表現の特色につい

　　　て理解を深めることができる。　　　　　　　　　　　　 　〔知識及び技能〕（1）エ 

　 (2)　作品の成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえながら古典を読み、その内容の

　　　解釈を深め、古典の作品の価値について考察することができる。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   〔思考力・判断力・表現力等〕Ａ(1)エ

 　(3)　言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって古典に親しみ自己を向上

　　　させ、我が国の言語文化の担い手としての自覚を深め、言葉を通して他者や社会に関わ

　　　ろうとしている。　　　　　　　　　　　　　　　　　「学びに向かう力・人間性等」 

 

２　単元の評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①古典の作品や文章に表れて ①「読むこと」において、 ①場面の状況や人物の心情

　いる、言葉の響きやリズム、　作品の成立した背景や他 　について叙述を基に的確

　修辞などの表現の特色につ 　の作品などとの関係を踏 　に捉え、粘り強く朗読に

　いて理解を深めている。　 　まえながら古典を読み、 　取り組む中で、自らの学

　（(1）エ） 　その内容の解釈を深め、 　習を調整しようとしてい 

　古典の作品の価値につい   る。

　て考察している。 

　（Ａ(1)エ）

 

３　指導と評価の計画（全５時間想定）

時 主たる学習活動 評価する内容

１ 〇単元の目標や進め方を確認し、学習の見通しをもつ。        [知識・技能]① 

〇軍記物語としての文体の特徴や表現の特色についてまとめ　 「記述の確認」　

  る。 　ノート

２ 〇本文を読んであらすじをまとめ、全体の構成や展開を捉える。

 

 ＩＣＴ活用場面１  Google Jamboard  
 〇Google Jamboardのピラミッドチャートを用いて「二位殿」　

 と「知盛」の人物像をまとめる。

 

 

 

 

 

 

                                                                             
　　Ｇｏｏｇｌｅ Ｗｏｒｋｓｐａｃｅ     「読むこと」領域におけるＩＣＴ活用例「読むこと」領域におけるＩＣＴ活用例 

　　単元名：　　単元名：場面の状況や人物の心情を踏まえて朗読しよう場面の状況や人物の心情を踏まえて朗読しよう　　　　 

                                    　　                                    　　高等学校「古典探究」Ａ読むこと高等学校「古典探究」Ａ読むこと 
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 時 主たる学習活動 評価する内容

３ 

 ＩＣＴ活用場面２ Google スプレッドシート 

 〇場面の状況や登場人物の心情を踏まえて、朗読する際の注意 

   点をGoogle スプレットシートに記入する。

 

 〇朗読の練習をする。

 

ＩＣＴ活用場面３   Google スライド 

〇本文を朗読し、ＩＣＴ端末で録音する。 

〇本文、録音した音声ファイル、画像などを用いてGoogle スラ

  イドを作成する。

４ 

ＩＣＴ活用場面４ Google サイト  

〇Googleサイトでスライドを共有し、互いの朗読を聴いて相互  

  評価する。

ＩＣＴ活用場面５ Google スプレッドシート [思考・判断・表

〇ＩＣＴ活用場面２で使用したGoogle スプレッドシートに朗読 現]① 

  をして気付いたことをまとめる。 「記述の分析」 

　ワークシート

５ 

ＩＣＴ活用場面６   Google スプレッドシート ［主体的に学習に

〇単元を通して学んだことや課題、今後の展望などを、 取り組む態度]① 

　Google スプレッドシートの振り返りシートに記入する。 「記述の分析」 

　振り返りシート
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４　ＩＣＴの活用場面

ＩＣＴ活用のポイント 使用したアプリ

 ＩＣＴ活用場面１（２時間/５時間中）   Google Jamboard  

・Google Jamboardで可視化すること　

  で、登場人物の人物像について、複 

  数の根拠（叙述）を関連付けて考え 

  ることができる。 

　 

 ＩＣＴ活用場面２（３時間/５時間中）    Google スプレッドシート 

・場面の状況や時代背景、登場人物の 

  心情などを踏まえて、朗読をする上 

  で工夫する点をGoogle スプレッドシ

  ートにまとめる。 

・朗読後に気づいた点をまとめる欄も 

  設けると学習後の振り返りもでき、 

  学習内容への理解が深まる。 

 

 ＩＣＴ活用場面３（３時間/４時間中）   Google スライド 

・Google スライドを利用して場面の画  

  像と本文を示すことで、物語の世界  

  をイメージしながら古文を読み進め  

  ることができる。  

・ＩＣＴ端末を利用して朗読を録音す  

  ることで、音声を何度も確認するこ  

  とができる。また、人前で朗読する  

  のが苦手な生徒でも取り組みやすく  

  なる。 

 ＩＣＴ活用場面４（４時間/５時間中）   Google スライド 

・Google サイトを用いることで、生徒  

  が作成したスライドを容易に共有す 

  ることができる。 

・コメント機能を用いて相互評価する 

  ことで、自分の朗読を振り返ること 

  ができる。 
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ＩＣＴ活用のポイント 使用したアプリ

 ＩＣＴ活用場面５（４時間/５時間中）   Google スプレッドシート

・ＩＣＴ活用場面２で使用したGoogle 

  スプレッドシートに朗読後に気づい 

  た点をまとめる。朗読前と朗読後を 

  比較することで、朗読を通して内容 

  への理解がどのように深まったかを 

  確認することができる。

 ＩＣＴ活用場面６（５時間/５時間中）   Google スプレッドシート

・Google スプレッドシートで作成した

  振り返りシートに、単元を通して学 

  んだことや課題、今後の展望などを 

  記入する。生徒分のシートを用意し 

  て共同編集すると、他の生徒の振り 

  返りを参考にすることができる。多 

  様な意見に触れることで、学習内容 

  への理解が深まる。 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


